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バレートロニクスの舞台として、二次元物質が注目を浴びている。二次元物質の一つである遷

移金属ダイカルコゲナイド(TMD)は、反転対称性の破れおよび強いスピン軌道相互作用に起因す

るバレー自由度（Kおよび K’バレーと呼ばれる）をもつ。さらに、それぞれのバレーは右および

左周り円偏光とカップルしており、円偏光を用いてバレー選択的に励起子を生成できることに加

え、直線偏光を用いることでバレーの重ね合わせ状態を作り出すことも可能である。ただし、単

層TMDではバレーの重ね合わせ状態はサブピコ秒程度で失われてしまうことがわかっており[1]、

バレー自由度の利用にはバレーコヒーレンスの長寿命化が必要である。 

以上の背景のもと、モアレ超格子におけるバレーコヒーレンスの観測を目的とした偏光分解分

光およびマッピングを行った。モアレ超格子は 2 枚の単層の TMD を積層することで作製可能で

あり、積層角や格子定数の違いに起因する長周期のモアレポテンシャルが生じる。モアレポテン

シャルにとらわれた励起子は 0 次元励起子として振る舞い、単層 TMD における 2 次元励起子と

は大きく異なる。また、モワレ超格子の試料は一般に不均一性が強いため、測定を行う位置によ

ってスペクトルが大きく異なる。このため、偏光分解分光マッピングを行い異なる場所でのフォ

トルミネッセンスの直線偏光度の空間分布を調べた(図(a))。また、ラマン分光マッピングも併せ

て行い (図(b))、試料に存在する歪み分布等も調べた。発表では主にマッピングに基づいて直線偏

光の由来について議論する。 

 

Figure (a) Degree of linear polarization map (b) Raman map (Raman shift of A1g mode) 

 [1] Y. Urano et al.,  Appl. Phys. Express 16 065003 (2023) 
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